
現代フランス語にみる6pith6teの機能について

中居慶子

本稿は，品質形容詞が名詞に前置あるいは後置されて6pitheteとして用いられて

いる名詞句においては，6pitheteはその名詞句中の名詞と論理的に如何なる関係に

立ち，結果的には如何なる意味的機能を果しているかを分析するものである。分析

の対象としては現代フランス語の文中に見出される冠置詞（・＝冠詞，指示形容詞，

所有形容詞）＋名詞＋品質形容詞からなる名詞句を排他的に選び出すこととするが，

さらに又，名詞句中の名詞に関しては，質量を備えた空間的存在一即ち視覚・聴

覚・臭覚・触覚的に知覚されうる物体や物質一を表示するところの具象名詞のみ

を問題とし，抽象名詞は除外するものとする。なお，分析の手続きとしては，§1

において冠置詞＋名詞よりなる名詞句のさまざまの意味構造を，冠置詞の諸機能と

の絡み合いにおいて捉え，§2ではかかる意味構造との関連において6pitheteの機

能を規定することになる。

§1．冠置詞＋名詞からなる名詞句の意味構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”註1M者は，購現代フランス語にみる冠詞の機能にっいての省察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び般了解限

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”註2闔撃撃?ila），1esと未了解限定詞un（une），　desの機能の対立について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と題す

る二篇の冠詞論において，名詞の本質的機能と冠詞＋名詞からなるさまざまの名詞

句の文脈における価値の違いについて述べてきたが，文脈において名詞句のかたち

に運用された名詞の，論理的・心理的観点からの意味構造についての筆者の観点を

今一度明らかに示すために，冠置詞＋名詞からなる名詞句の論理的かつ心理的構造

を示す若干の例を以下にあげてみよう。（以下，名詞句はSN，冠置詞D6t，名詞N，

D6tとNからなるSNは［SN：D6t＋N】の如く表示するものとする）

名詞とは，先にあげた冠詞論において筆者が示した通り，ホモ・サピエンスがそ

の生活環境にあって体験知覚するさまざまの事物事象群を前にして，事物相互の差

異と類似を知覚し，個別差は捨象して共通要素のみを抽出するという精神活動の過

程において形成された《類概念》を表示する一種のレッテルであると考えられるわ

けであるが，この名詞が文脈において運用される時には冠置詞の助けを借りてさま

ざまの異なった価値，換言すれば相異なる論理的・心理的意味構造が産み出される

こととなる。即ち《類概念》自体は個別差が捨象されて共通の属性群の集合のみか
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らなるイマージュであるから，これらの共有の属性群一つまり概念の内包一が

かりに記述可能であると仮定して，任意の類概念《N》の内包は｛ala2　a3…an｝

の如く表記しうるものと考えると，《N》は属性a1，属性a2…属性a、らの集合
せる一種の統合体とみなすことがどきるから，註3こういった観点の下に任意の類概

念《N》の構造をこころみに図示すれば，下図駈欄にみる如くにあらわされるに対

して，文脈において確固とした特定の指示対象をもつ［SN：D6t＋Nlは共通の属

性群と個別的特徴とからなるイマージュであるから，下図Vの欄にみる如き構造の

ものとして捉えることができる。

1．外界の事 H・抽出的思考 1．《類概念》 w．環元的思考 V．個物の表現

物事象 の形成

　　　Oon1　8。。。　　Ooo
9

　　。㌔゜

獅Q　。08
個別差の捨象 個別差の添加 個別的特徴

oo

oOo 　o
潤怐@　o oO@o

n3　。83　　　00

共通要素の抽出
。。8。　o

o　　Ooo　　　oo　o

恥愈
共通の属性

38。
nn　　oO　o

Oo

個別的特徴

たとえば，mon（cet，　le）chien　6tait　mortでは，［SN：D6t＋N】の文脈にお

ける指示対象は，特定の一匹の犬であるから何らかの個別性を備えたはずの一匹の

犬のイマージュが提示されている。したがってNは下図に示す如く，中心部の円，

つまり共通属性群の集合からなる一つの円の産出に関係し，D6tはこの円をとりま

く個別的特徴群の産出に関係すると論理的には考えることができる。

一方，Le　chien　est　notre　meilleur　amiにおけるLe　chienは個別性を備えた
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N：chien

　　o
求B　　　　共通属性群
o　　　O　　o

OO。　　　個別的特徴

D6t：mon（cet，　le）

特定の犬のイマージュを提示するものではなく，個別差が捨象されて共通属性群の

みの集合からなる犬のイマージュを提示するのであるから，文脈において運用され

る以前に類概念＜chien＞がもったと同一の論理的構造をle　chienはもつことになる・

するとこの場合には下図にみる如く，定冠詞の1eはNが産出する中心の円に対し

て如何な個別的特徴も添加しないという，

周辺部が空白の状態を産出する機能にあ　　共通属性群　　　　N：chien

ることがわかる。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　O　o一方，Les　chiens　sont　des　animaux　　　　　　oo

domestiquesにおける1es　chiensは，chien　　　　　　　o　o　o

O　　　　D6t：le
なる名称を付与することができる凡ての

犬を指しているのであるから，類概念

＜chien＞の外延としての側面を表現するものであると考えられる（一方，le　chien

est　un　animal　domestiqueにおけるle　chienは類概念くchien》の内包としての

側面を表現している）。したがって1es　chiensは個別的特徴はまだ具体化されてはい

ないが一なぜならどれか特定の個別的存在が文脈において指示されているわけで

はないので一潜在的なかたちにおいては個別性の仮定されたun　chien，つまり

Un　chien　est　un　animal　domestiqueにおけるが如きun　chienが無限に近く集

合したイマージュを提示するものであると考えるのが妥当であるから，その論

理的・心理的構造は下図の如くに図示されよう。

ﾆころで，Les　chiens　sont　des　animaux

р盾高?唐狽奄曹浮?唐ﾉおけるが如きles　chiensは

Pe　chien　est　un　animal　domestiqueに

ｨけるが如き1e　chienが複数化したもの

ﾅあるという考え方がままみられるが，筆

ﾒの冠詞論のシステムに従えば上記の如き
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1e　chienは個別性が完全に捨象されて共通属性群の集合のみからなる抽象的な観

念であると考えられるので，複数化は論理的に不可能である。なぜならば，複数と

いう概念の前提には可算物の集合が予定せられているが，個体なり個物なりの集合

に関しては，相互間に空間的境界の介在する非連続的な様態における集合態のみが

可能であり，したがって集合せる個物群が工業生産過程において製造された相互に

寸分の狂いもない同一モデルであるとしても，個物Aと個物Bの間には，物理的意

味においては空間的位置関係においてまず絶対的な個別差が生じるし一なぜなら

質量のある二つの物体がこの時空の世界で同時的に同一の空間的位置を占めるとい

うことはありえないので一ましてや犬・猫のような生物体の集合に関しては，物

理的位置関係による個別差，すなわち特定の時空との結びつきによる個別差の他に，

外観上の，又性質上の個体差を想定せずにはすまされないので，個別差・個体差と

いう観念が完全に捨象されたところの抽象的かっ連続的なイマージュであるle　ch一

ienの複数化ということは原理的に起りえないからである。したがって，les　chiens

は論理的にはun　chienの集合でなければならない。すなわち，ホモ・サピェンス

がその種独自の知覚体系に基づいて地球という生活環境において知覚体験した諸

々の事物事象を相互の差異と類同性の認知に基いてカテゴライズし，共通の属性群

の束からなる一個の類概念を形成するという抽出的思考一質量のある具体的な物

質から一定の成分をもったエキスを抽出するという化学操作上の過程とのアナロジ

一において抽出的思考と名付けるのであるが一において位置づけられるイマージ

ユであるところのle　chienと，＜le　chien＞なるエキスを分有するところの具体

的な物質，つまり個別的存在としての犬のイマージュを想起するという還元的思考

において位置づけられるところの1es　chiensやun　chien，　des　chiensという二方向

のイマージュー具体的なものから抽象的なものへ（［エキス＝類概念］の抽出過

程），抽象的なものから具体的なものへ（［エキス；類概念］の還元過程）という

二方向におけるイマージュの対立を筆者は理論づけていることになるが，［エキス

＝類概念］の還元過程においては具体性を獲得する程度の差に着眼してそこに二段

階を設け，個別性，個体性がまだ潜在的・仮定的な段階にあるイマージュと個別性

が現実的段階にあるイマージュをさらに弁別しているわけである。
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具体的対象物 抽　出　過程 還元過程1 還元過程2
ゆ恥（弍 　　　　図

@　　　　　　a10
≠P

　　　　　＠α「1ミ｛気　oo●　●　　Oo　o　　o　　oo　　　Oo

・11◎

盾no
潤@Ooo
刀

恥脊 a3　　　a4

a12

@　　　a13

《圓》＝｛a、a，　a， n＝｛ala2a3… ＝｛a1…a1。｝

n4， 　　」≠S　a5　a6 a1。｝＋α ＋｛a11＋a、2＋

： a7　a8　ag
a13｝

o

a1。｝

nn

ex 1．Lθc乃ゴθηest　un 2．伽o痂θηest　un 4．Lθ傾，ごθ，〃20ηノ

animal　domestique Imimal　domestique C痂θη6tait　mort

（1es　chiens　sont　des

animaux　domes一
tiques）

3．Je　voudrais　avoir

〃η‘痂θη

内包提示詞le（la）＋ 例示詞un（une）＋ 限定詞＋名詞

名詞 名詞

総体指示詞1es＋

名詞

なお，還元過程1に属するような論理的・心理的意味構造をもつ名詞句相互のあ

いだには，2と3の例文を比較すればわかるようにイマージュの具体性の獲得程度

において明瞭な差異が感じられる場合がある。この差意はどこからくるかと云えば

それは，2におけるun　chienは総称表現のles　chiensと意味的には等価であるか

ら，そこに想定される個別性は純粋に仮定的・理論的段階のものであるに反して，

3におけるun　chienでは付与された具体性の程度が増大して，還元過程2におけ

るが如き意味構造をもつイマージュの方向に一歩接近しているところからくる。つ

まり2においてはunは純然たる不定冠詞にすぎず，数量的な1個という意味あいは

強制的ではないが，3におけるunには数詞的意味も又含まれていて，話者Oe）は凡
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ての犬が欲しいのではなくて，犬が一匹欲しいのであるから，個別性はより具体的

ニュアンスをもって仮定せられるはずである。指示対象の棚1」性というのは，基本

的には特定の時間空間的背景との緊密な関係がもたらすものであるから，個別性に

ついての具体的ニュアンスの程度のちがいとは，特定の時空との関係の緊密性の程

度のちがいに応ずるものであるが，もしこのようなちがいを重視したいならば還元

過程を下図の如く三段階に分けて指示対象の具体性の程度を識別するのも一法であ

ろう。

還元過程1　　　　　　還元過程皿　　　　　　還元過程■

un　chien　　　　　　　　　　　un　chien　　　　　　　　　　　un　chien

o　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　9

＞　　　＞ノ
’。。 B’ @　、、。8。　　　　・3。
薰P。・　　㌔㍗・　　亀忠宅　　と、　　　　♂　㍉

Les　chiens　sont　nos　　　Avez－vous　un　chien？　　　Voici　un　chien．

memeurs　amis．　　　　　Je　voudrais　avoir　un　　　j’ai　un　chien．

Un　chien　est　notre　　　chien．

meilleur　ami．

筆者はさきにあげた二篇の冠詞論においては，抽出過程に位置する意味構造をも

つところの名詞句を文脈において産出する機能にある定冠詞le（la）を内包提示詞

とよび，還元過程1に位置する意味構造をもっ名詞句を文脈において産出する機能

にある定冠詞lesを総体指示詞，同じく不定冠詞un（une）を例示詞と名付け，還元

過程璽に位置する意味構造をもつ名詞句を文脈において産出する機能にある不定冠
詞un（u嶋d，、を未了解限定詞1，（1、），1，・を了解限定詞と呼んだわけであるが夢4

既出冠詞論において一括して例示詞と呼んだ不定冠詞に関しては実際には還元過程

1に位置する意味構造をもつ名詞句を文脈において与える場合と，還元過程歴に位

置する意味構造をもつ名詞句を文脈において与える場合とが識別される。即ちUn

chien　est　un　animal　domestiqueにおけるun　chien（→還元過程1）の如き例

と，」’acheterai　un　jour　un　chienにおけるun　chien（→還元過程1）の如き例
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との二つの場合がある。本稿では，そこで，これらを絶対的例示詞（→還元過程1）

と相対的例示詞（→還元過程1）と呼びわけることにするが，一方，所有形容詞の

冠置された名詞句の意味構造に関しては還元過程1および冨におけるそれが該当し，

指示形容詞の冠置された名詞句の意味構造に関しては還元過程璽におけるそれが該

当する。たとえば，mon（ce）chien　est　mortでは，　ISN：D6t＋N】はこの文の

属するunivers　de　discoursにおいて既に具体性の与えられた特定の指示対象をも

つから，個別性は現実的のものとして想定せられるので，還元過程の匪に位置する

意味構造をもち，Je　n’ai　pas　de　chien，　mais　si　j’6tais　vous，　je　ne　punirais

pas　mon　chien　pour　gaでは，　mon　chienは仮定上の存在であるから還元過程1

に位置する意味構造をもっ。

要するに，還元過程1におけると還元過程Hにおける意味構造を識別するところ

のものは，指示対象において数の上での制限が加えられているか否かにあって，還

元過程1では名詞句は純然たる総称表現において用いられているわけであるから1es

chiens，　un　chienとも数の上で無制限の指示対象をもつに反して，還元過程到では

名詞句が指示する対象は明確な数的制限の下にある。一方，還元過程正におけると

還元過程皿における意味構造を識別するところのものは，それぞれのunivers　de

discours内での絶対唯一物性，つまり固有名詞的価値の有無であつて，既に明確な

現実性，具体性の与えられた特定の指示対象を当該の名詞句が有する場合にはその

名詞句の意味構造は還元過程盈に位置するに対して，指示対象が既存のどの個物に

あたるかはまた未確定であって，単に脳裏に想起せられたimageとしての価値のみ

を持ち，明確な具体性をまだ獲得していない場合には，その名詞句の意味構造は還

元過程1に位置する。以上の考察をまとめれば最終的には次ページの表が得られる。

以上は可算物として扱いうる物体群から抽出された具象類概念の文脈における運

用のあり方を還元の度合に応じてまとめたものであるが，非可算物とみなされる物

質群から抽出された具象類概念の文脈における運用のあり方も同様の観点から眺め

ることができる。
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抽　出　過程 還　　元　　過　　程

具体的なもの→抽象 具 体　的　な　も　の

的なもの
亙 1 皿

n、類概念の抽出 潜在的個別性の添 数的制限の獲得 絶対唯一物性の獲得

→《N》 加　　　　　　’
n2
@　個別差の捨象

n3共通属性群の

抽出
n4

゜　　　　　a、。｝

nn ぐ、（ン9 ）（）

・へ 1

o O　O　　　爲’ノ o
　　　o
潤@　O　　o

n　　O　　o　o　o

｛一》

ｭ：ン’

o　　o

n　o　　oo

@o　　o

@　o

o　o　　　　o

潤@o　　　　o

@O　o

　o　　　o
n　oO　　　o　　　　o　O　o

1．内包提示詞 2．総体指示詞les 4．相対的例示詞 6．了解限定詞le

le（la）＋名詞 ＋名詞 un（une），　des （1a），　les＋名詞

3．絶対的例示詞 ＋名詞 7．未了解限定詞

un（une）＋名 5．所有形容詞＋
uh（une），　des

詞 名詞
　　＋名詞

W，所有形容詞＋名

詞

9．指示形容詞＋名
詞9

1．」乙θ　6・1置’θ〃　est 2．Je　n’aime　pas 4．J’acheterai　un 6．8．9．L6　rη10η，

notre　meilleur 陀∫c痂θη3
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

鰍盾浮茶ﾊηθ〃駕Zε30η oθノc乃α’n，6tait

　　o≠撃獅P． 3．乙1カ　612’θηest 5．Je　n’ai　pas pas　la．

un　animal　dom一 d’enfant，　mais　si 7．J’ai　vuκη

estique・ j’6taiS　vOUS，　je　ne 0乃8’sur　le　toit．

　　●　　　　　　　　・

垂浮獅撃窒≠撃刀@pasη20η

θψη’pour　un

　　　　　　　　　●高?獅rOnge　aUSS1，

naifque　ga．
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抽　出　過程 還　　元　　過　　程

具体的なもの→抽象 具体的なもの

的なもの
藍 雇 置

n1類概念の抽出 潜在的個別性の添 量的制限の獲得 絶対唯一物性の獲得

→《N》 加
n2

ﾂ別性の捨象と

n3共通属性群の抽
出

nl°《N》＝｛a11・・nn　　　　　a2。｝

，．

HQ　　l

c
o　o ’　O　　o o　o OOOo　o　　o

B。W
　O　O　o　O　O　　o

n　’　o　o

㍉，宅゜。島　　　o　o
O　OOOOoO

a20
気．γ

all

@　a12
）

1．内包提示詞 2．等質的総体指 3．相対的例示詞 5．了解限定詞1e

1e（la）＋名詞 示詞le（1a）＋ du（de　la）＋ （la），　les＋名詞

名詞 名詞 6．未了解限定詞du

4．所有形容詞＋ （de　la）＋名詞

名詞 7．所有形容詞＋名

詞

8．指示形容詞＋名

詞

1．Lαわ’2／8　est 2・Jen’a㎞epas 3．Voulez－vous　me 5．（Hier，　nous

例un　boisson　alcoo一 」θレ醜 me　donner（」θ avons　din6　en一

hque． 1’θσ〃 semble）

文　　　　’ 4．Je　n’ai　pas Lθレ加6tait

d’argent，　mais eXCellent　ainSi

　A　　　　　　　　・　　●，

高?高?@sl　jen que　les　plats．

avais，　je　ne　d6一 6．J’aibud配y∫肱

　　　・垂?獅唐?窒≠撃刀@pas 7．50η励6tait

〃20πの8εη’pour excellent．

ga・ 8．αy功est　ex一

cellent．
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§2．6pitheteとして用いられた品質形容詞の機能

冠置詞・名詞・品質形容詞という三種の語彙からなる名詞句において品質形容詞

は，それが関連づけられている名詞に対して論理的には如何なる関係に立つかを分

析すると，次にみるような三種の論理的関係のあり方がまず識別されることがわか

る。すなわち第一には，SeS　yeUX　nOirSにおけるnOirSの如く個体差・個別差を表示

する機能にある6pith6te，第二にはHier，　j’ai　rencontr6　une　jeune　fmeにおけ

るjeuneの如く＜jeune　fOle》＝未婚の若い女性という種概念を形成する機能にあ

る6pithete，第三には1’homme　mortelにおけるmorte1の如く名詞が表示する類

概念一この場合は＜homme＞一の内包の一つ一即ち共通属性群にふくま
　　　　　　　　　註5@　　　　　　　　　一を提示する機能にある6pitheteという三種類の6pitheteれる様相知覚素の一

が識別されるのである。これら三種の6pitheteの機能を§1において示した名詞句

の意味構造のシェマを用いて説明すれば下図の如くとなる。

1．個別差の一を表示す　2．種概念を形成する機　3．内包の一つを提示す

る機能にある6pithete　能にある6pithete　　　る機能にある6pithete

゜。° @　　　　。。。　　　　　　3。°
゜。・ E亀　　　呂：・°　　　　・3。・

^°

　　　　　　　　　　　　　　●reS　　yeUX　　　　　　　　Une　　　jeUne

6pitheteが果すこれら三種の機能の中，第一の機能は個別差を表示するにあると

いう定義上からして，抽出過程及び還元過程1に位置する意味構造をもつ名詞句と

は両立不可能である（なぜなら，かかる名詞句においては個別差が完全に捨象され

ているか，あるいは純粋に仮定的・潜在的なものであるはずであるから）。一方，

第二，第三の機能は抽出過程に位置する意味構造と，還元過程1・置・雇に位置す

る意味構造の双方の名詞句においてみとめられる。以下にこれらの例を各一例づっ

あげてみよう。

一42一



抽出過程 還　　元　　過　　程

1 II III

1． Je　vais　acheterμηθ cette　robe　grise

個 沸oわε8ア’∫θ

別

＼

差
y

表 　o o　o

示
o　　　　o　o

O　o o　　　o
詞 o　o

@　●@　亀

O　　　o

く

Le　chat　persain les　chats　persains Je　vais　acheterμη Ce　chat　persah1

2． un　chat　persain 6加’ρθ73励2

種概 ＼
＼

念
σ

形成 oOo　o

nOo

て，　83。　　　Oo ㌧●o　　　　oo

@　o●o
@　　o　o

oO盾潤

@o盾

詞 く）　　　　　．『：
’°し

rhomme　mortel es　hommes　morte1 Je　vais　acheter撚θ cette　balle　ronde
a内包部提示

＼　　o　　　　o　・ご。

un　homme　mortel
_登　　　　o　　o　　　　　●　　o　　o（〕　o　o

喫漉／　　　　o　　　o　　o　　o　・・　　　　o

　●oo8
O

・亀o　　o　o

詞
く， ｝

本稿では1の欄にみる如く，文脈において冠置詞＋名詞が指示する個別的対象の

個別的特徴の一を表示する機能にある6pith6teを個別差表示詞，2の欄にみる如く・

文脈において名詞が表示する類概念の外延を縮少して一っまり内包を拡大して一

その類概念に対して種概念の関係に立つ一概念を形成する機能にある6pitheteを種

概念形成詞，3の欄にみる如く，名詞が表示する類概念の内包の一部を提示する機

能にある6pitheteを内包部提示詞とよぶこととするが，文脈における任意の形容詞

がこれら三つの機能のうちどの機能を果しているのかの解釈に関しては，内包部提

示詞を弁別することは当該の名詞の語義と当該の形容詞の語義をつきあわせてみる
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という純粋にS6mantiqueの見地よりなされうるので，両義的なケースはみられな

いが，個別差表示詞と種概念形成詞の二者の弁別に際しては語法の慣用性の問題が

からんでくるので，時として両義的なケースがみうけられる。たとえば，J’ai　vu

un　chat　noir　sur　le　toitlこおけるun　chat　noirは邦訳の“黒猫”に相当するも

のとして，っまり種概念形成詞として考えるべきか，あるいは“黒い猫”に相当す

るものとして，つまり個別差表示詞として考えるべきかという問題が提起されるが，

フランス語にあっては日本語におけると同様に毛色による猫の種別を表現する語法が

慣用化しているので（日本語ならば黒猫・三毛猫，フランス語ではchat　noir，　gris，

blanc），　さきの例はやはり種概念形成詞と解釈するのが妥当であろうということ

にはなる。（なお，」’ai　vu，　sur　le　toit，　un　chat　merveilleusement　noirの如く，

noirを強調する副詞が前置されている場合にはこれは異論の予地なく個別差表示詞

と考えられる）。

又，japonais，　frangais，　anglais，　danois等々の国籍を表わす形容詞はdrapeau

frangais等の例にみるように，種概念形成詞である場合が多いが，　C’est　une　fme

tr6s　frangaiseといった俗語的表現ではfrangaiseは個別差表示詞として機能してい

る。

種概念形成詞にあっては，いつれの場合においても，名詞と品質形容詞との結び

つきが極めて緊密で，名詞＋形容詞がいわば一つの名詞になり切ってしまっている

わけであるが，特定の形容詞が特定の名詞と結びつくことによって種概念の形成さ

れるその様相を詳細に検討すると，次の4つの場合が見出される。まず第一には，

いくつかの形容詞の対立に基づいて名詞が表示する類概念がいくつかの種概念に分

割されるタイプ（→多項並列型分害拭），第二には同じくいくつかの形容詞の対立

に基づいて名詞が表示する類概念からいくつかの種概念が囲み取られるタイプ（→

多項並列型の囲み取り式），第三には二つの形容詞の対立に基づいて名詞が表示す

る類概念が二つの種概念に分割されるタイプ（→二項対立型分割式），第四にはあ

る形容詞とある名詞とが緊密に結合することによって名詞の表示する類概念から一

つの種概念が囲みとられるタイプ（→二項対立型囲み取り式），である葦6以下に

その各々の構造を図示するとともに，いくつかの例をあげることとする。

1． 多項並列型分割式

1a　biさre la　biere
1a　biere　blonde

blanche brune

la　biere
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，x．　bie，e　b1。nd，，　b1、n、h，，　b，un，（i・d・－1）；。in，。ug，，　bl、n、，，。、6，　b1，u（i・d・『1）；

・h・v・ux　b1・nd・，・hat・in・，・・ux，　n・irs（d・）；eau、h、ud，，　f，。id，，　ti6d，

（’・d・－1）；d，ap，au（国旗）f，ang、i、，、n浮、i、，　j、p。n、i、　et、．（i・d・－2）

2．多項並列型囲み取り式

1es　chats

les　chats　noirs

les　chats　gris

1es　chats　blancs

，x．　ch、t　n。i，，　b1㎝、，9，i、（i・d・一’）；P，tit，，　j，un，，。i，m，，　m1，（i・d・“1）；P、in

@　　　bl、n、，　n。i，（bi、）（i・d・－1）；、㎞，n　p。li、i，，，、anit、i，e　et、．（i・d・－2）；j、，din

@　　　P。t、g，，，　f，uiti，，　et、．（i・d・－2）；、h，v，ux　bl、n、、，9，i、（d・）；，en、，d　bl，u，

3．＿一項対立型分割式

leS　aSSietteS　CreUSeS les　assiettes　plates

leS　aSSietteS

，x．　assi，tte　c，eu、e，　P1、t，（i・d・－1）；n，u，　n、tu，en，，、，ti∬、i，11，（i・d・－2）；、h，v，ux

pl、t、，飼、6、（d・）；j、，din（ヨー。ツパ式庭園）f，ang、i，，、n創、i、（i・d・口2）；bassin

n、tu，e豆，、，tiH、i，11，（i・d・－2）；。in、h、ud，丘。id（d・）；、。uli，，、　b、餌m。nt、nts

i’・d・－1）；、nim、ux　d。m，、tiqu邸auvag，、（i・d・口2）．

4．二項対立型囲み取り式

les　drapeaux

rouges

les　drapeaux

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
??D　drapeau　rouge（ind・）（赤旗）；pois　verts（ind・）（グリーンピース）；cordage

b1㎝、（・…－1）（タールの塗っていない索）；t。i1，　j、un，（i・d∴1）（未漂白木綿）；

bet，　n。i，e（・・d・－1）（猪）；P，tit，n飴nt（・・d・－1）（幼児）；、h，v，ux、，g，nt6、（d・）
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　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
i銀髪）；chien　couchant（ind・）（セッター）；pierre　lev6e（ind・）（〔考〕立石）；

　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
垂堰E・re　f・nd・m・nt烈・（ind・）（礎石）；pierre　b・an1・nt・（ind・）（・ッキングス

　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2
gン）；eau　maigre（ind°）（浅瀬）；maison　commune（ind°）（町村役場）；

m、i、。n　publiqu，（・・d・－2）（淫醒）；m、i、。n，eli卿、e（・・d・－2）（修道院）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2　　　　　　　　－1

狽≠b撃?≠普@noir（ind・）（黒板）；sainte　table（ind・）（聖体拝領台）；s丑ure　616一

　　　　　一2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2
モ狽窒奄曹浮?iind・）（電気鯵）；sillon　sonore（ind・）（レコードの溝）；hareng　gai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　－1

iind・）（産卵後のニシン）；b皿let　doux（ind・）（恋文）；pied　plat（d・）（扁平足）

4つのクラスの下に以上に列記した種概念形成詞の中で，たとえばjeune　fme，

petit　enfant，　vin　rouge等々の右肩にind噛1の略号を付した例では，特定の名詞と

特定の形容詞が緊密に結合することによって一種の慣用的成句をかたちづくり，名

詞＋形容詞が常に一つの名詞として機能するために如何なる文脈中にあっても，こ

れらの名詞句中の6pithさteは種概念形成詞としての役割を演ずることになる。たと

えば，vin　rougeでは1．　Je　n’aime　pas　le　vin　rouge（還元過程豆）2．　Voulez－vous

encore　du　vin　rouge？（還元過程H）3．　Ce　vin　rouge　est　excellent（還元過

程巫）のいずれの文においてもrougeはvinに対して等しく種概念形成詞として機

能している。又，さきに列挙した例の中で右肩に（ind．　2）の略号を付したものは，

国籍を表わす形容詞や又，commune，　publique，　naturel，　artificielle，　houmer，

minier，　potager，　fruitier，　policier，　sanitaire，　domestique，　sauvage，　religieux・

616ctrique，等々の，対象の非感覚的・非情緒的様相を表示する形容詞，すなわち

視聴触味嗅覚などの感覚器官を媒介として知覚される様相（たとえば丸い，赤い，

堅い，長い，大きい，甘い，等々）や，心理・感情・情緒といった主観的・情緒的

な精神活動に基づいて感受される様相（たとえば，美しい，かわいい，明朗な，陰

気な，良い，悪い，等々）ではなしに，知識的かつ概念的な精神活動に基づいて認

知される特質を表示する形容詞が特定の名詞に付加されることによって名詞＋形容

詞があたかも一つの名詞の如くに機能し，名詞句が如何なる文脈中に置かれてもそ

の名詞句中の6pitheteはその名詞句に対して常に種概念形成詞として機能する。た

とえばneur　artificielleでは，1．　Je　n’aime　pas　les　fleurs　artificielles（還元過程

1）2．Je　vais　acheter　des　neurs　artificielles（還元過程騒）3．　Cette　neur

artificielle　est　tres　616gante（還元過程皿）のいずれの文脈においてもarti行cielle

はfleurに対して種概念形成詞として機能している。そこで，これらind－1及びind’2

を付した例にみる如き，文脈には依存せずに常に当該の名詞に対して種概念形成詞
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として機能している6pith6teを文脈独立型種概念形成詞と呼び，これに対して先の

例で（d）の略号を右肩に付した例にみる如く特定の文脈においてのみ種概念形成詞

として機能する6pithさteを文脈依存型種概念形成詞と呼ぶ。（たとえば，　Il　a　les

yeux　noirs・le　nez　pointu　et　les・cheveux　fds6sでは，　noirsはyeuxに対して，

pointuはnezに対して，　fhs6sはcheveuxに対してそれぞれ種概念形成詞として機

能しているが，Elle　regardait　alternativement　ses　yeux　noirs，　son　nez　pointu，

et　ses　cheveux　fris6sでは6pith6teはses　yeux，　son　nez，　ses　cheveuxに対してそ

れそれの個別差表示詞として機能している）。

＊＊　　＊

6pith6teの機能には以上にみた，種概念形成，個別差表示，内包部提示の三種の

基本的タイプの他に，次にみるような特殊なあり方がしばしば観察される。すなわ

ちbl6　noir（そば）におけるnoirの如き6pitheteのあり方がそれで，この場合には

noirはb16が表示する類概念をもとにして種概念を形成しているわけではなく一

なぜならb16　noir（そば）はbl6（麦）の種概念ではなく，両者は別種類の穀類であ

るから一noirはbl6が表示する類概念を応用してb16　noirという別種の類概念を

生成する働きを演じていることになる。名詞との関係においてかかる機能を果して

いる6pitheteを本稿では類概念生成詞とよぶことにするが，類概念生成詞としての

6pith6teの検出される名詞句では名詞が表示する類概念と名詞＋品質形容詞が表示

する類概念とは相貌的に把握されたその様相知覚素において互いに共通する要素を

もっという下図Aで示す如きイコン型の関係（すなわち陰喩的関係）に立つ場合が

殆んどであるが，名詞＋類概念生成詞からなる名詞句が下図Bで示す如きインデッ

main courante（手摺） 時間的空間的背景

A　　　　　　　　　　　　　　B 人が階段の手摺に手

をすべらせながら昇
bl6 b16

り降りするという状
noir snl　　sn2 況

N SN
手摺main　courante
（転義）

食用穀物であること

手摺をつたう手main　courante（原義）
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クス型の思考（すなわち換喩的思考）に基づいて定着せしめられるに至つた場合も

たまには見出される。

A図の如き構造における類概念生成詞とは，特定の名詞と特定の品質形容詞とが

分ちがたく結合することによって名詞＋6pitheteという意味の単位が一つの名詞と

して機能すると共に，名詞が表示する類概念Nの内包を6pitheteが部分的にあるい

は大幅に修正することによって別種の類概念SNを生ぜしめるといった機能のもの

であるが，類概念Nから類概念SNへの転義に際しては，二つの事物事象間の共通

の相貌の把握というイコン型心性一換言すれば換喩的心性一が機能している。

これに対して，B図の如き構造における類概念生成詞とは，ある一定の時間空間的

背景TEの下に生起する一つの事象Sの中の二つの要素間の緊密な隣接関係（たと

えば，ある状況の下で要素sn1と要素sn2は同時的に生起する，　sn　1とsn2は部分

と全体の関係にある，sn　1とsn2は因果関係にある等々）の認知に基づいて・sn　1と

sn2を等価物視して，　sn　1を表現するに用いる云いまわしをsn2を名指すに用いる

という喚喩的過程によって定着したもので，この場合にはsn　1はsn2のインデック

スとなっている。そこで，本稿では前者の如き類概念生成詞をイコン型類概念生成

詞，後者の如きをインデックス型類概念生成詞と呼ぶが，イコン型類概念生成詞に

は先のbl6　noir（そば）や，又rose　tr6miere（立葵），　corbeau　blanc（はげた

か），corbeau　cornu（さいちょう），　cochon　sauvage（猪），　cochon　noir

（膳猪），cochon　cuirass6（よろい鼠），　loup　peint（・・イエナ），の例にみる

ように，ある植物種から別の植物種，ある哺乳動物種から別の哺乳動物種，鳥類の

ある一種から別の一種を生成するといった同類生物種のあいだに隠喩的関係を打ち

立てているものがひんぱんにみられると共に，renard　marin（尾長鮫），　chien

marin（小鮫），　lion　marin（あしか）等の例にみるように，異なる種族一こ

こでは魚類と哺乳類一の生物種の間の隠喩的関係に基づいて別種の類概念が生成

されている場合もある。さらに又，bon　coq（威勢のよい男），　vieux　renard

（古狸），singe　bott6（おどけ者），　vilain　moineau（いやらしい奴），vieux

10up（老狗な老人），　fine　mouche（悪賢い人間）等の例では，同類の動植物間

や異類の同植物間における隠喩的関係が先の例にみるように主として視覚的相貌の

類同性の認知に基づいていたのに対して，精神相貌上の類同性の認知に基づいてあ

る種の動物の精神相貌的様相とある種の性格の人間の精神的様相との間に隠喩的関

係を打ち立てている。なお又，生物間や，人間と動物間の陰喩的関係といろた枠組

をはずれるところのイコン型類概念生成詞の例を次に二，三あげてみる：pleine
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sal6（海），　mouche　arti行cie皿e（釣の蚊針），　vieux　tableau（化粧した老婆），

jardin　sec（植物標本室）

以上はイコン型類概念生成詞を，1．同類の動物・植物間の主として視覚的相貌上

の隠喩的関係に基づいて別種の類概念を生成するもの，2．異類の動物種間における

主として視覚的相貌上の隠喩的関係に基づいて別種の類概念を生成するもの，3．人

間と動物との間の精神相貌上の隠喩的関係に基づいて人間の性格類型を表示する類

概念を生成するもの，4。その他の場合，の4項目に分類して述べてきたものである

が，1と2のクラスに該当するイコン型類概念生成詞の場合には，6pitheteはその

6pitheteが関係づけられた名詞が表示する類概念をもってカテゴライズされうる対

象群が通常持ち得ないような特質を導入し，一つまり，名詞が表示する類概念の

内包に含まれている一特質とは，両立不能の一様相を導入し一それによって名詞

が表示する類概念を崩壊せしめ，名詞が表示する類概念とは別の新たなる類概念を

生成するという働きを演じている。たとえばcorbeau　blancでは，類概念くcor一

beau＞に含まれる一つの様相知覚素（黒い）ときびしく対立するblancを導入する

ことによって，類概念＜corbeau＞が結果的にはつき崩され別種の類概念が生成さ

れるわけであるし，renard　marinにおいても類概念＜renard＞に含まれる（陸上

動物である）という要素とantagOniqUeな関係に立つ（madn）を導入することによ

つて，類概念＜renard＞を崩壊せしめているわけである。それに対して3のクラ

スに該当するイコン型類概念生成詞の例では6pith6teは名詞が表示する類概念の内

包に含まれる一要素と何らかの対立的な関係に立つ要素を導入するわけではなく，

6pith6teはある動物種に特有の精神相貌的様相の一側面を強く浮き上がらせる働き

を演じていて，それによって人間の性格的類型とのアナロジイを喚起させやすくし

ているのである。というのも，moineau，　loup，　renard，　moucheといった動物種か

ら人間が感受する精神相貌的様相はいちじるしく多義的かつ多面的であるため，

6pith6teによってこれらの動物の特定の個別的様相が指定されずには，アナロジイ

が感得され得ないからである。4．のその他のクラスに該当するイコン型類概念生成

詞に関しても，6pith6teが表示する観念と名詞が表示する類概念との意味的関係を

分析すれば，1，2のクラスに該当したものと同様に，6pitheteが当該の類概念の

内包に含まれるある要素と多かれ少なかれ二律背反的な関係に立つ様相を導入する

ことによって類概念そのものをつき崩し，別種の類概念を生成するといったタイプ

（たとえばpleine　sal6，　mouche　artificielle等）と3のクラスに該当したものと同

様に，6pitheteによって対象の特定の個別的様相が指定されることによって，そう
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した様相における対象と別の対象との間にアナロジイが感得され，ひいてはこの別

種の対象群をカテゴライズするところの類概念が定式化されるといったタイプ（た

とえばvieux　tableau）が翻llされる。イコン型類概念生成詞はしたがって全体とし

ては，前者の如き一種のantagonismeに基づくタイプと，後者の如き特定の個別的

様相の指定に基づくタイプとに大別されることになるので，本稿では前者をイコン

対立型類概念生成詞，後者をイコン非対立型類概念生成詞と呼び分けることとする。

一方，インデックス型類概念生成詞のmain　courante以外の例を若干あげれば次

の如くである：mauvaise　tete（反抗的な人），　forte　tete（横暴な人；首謀者），

tete　bien　faite（頭のよい人），　tete　chande（かっとなりやすい人），　bonne　tδte

（判断力のある人），petite　main（ドレスメーカーの助手），　t6te　ronde（イギリ

スの議会党員）

又，εpithさteが類概念生成詞として機能している例は以上にみた’ようなすでに

1angueのレベルに組み込まれた成句の中においてのみではなく，個人の創作になる

文学的表現の中にもひんぱんに見受けられるものである。以下にその若干の例をあ

げてみよう。

1．La　Nature　est　un　temple　o心deレかαη’∫piliers　laissent　parfbis　sortir

de　confuse　paroles　（Baudelaire）

類概念くpilier》の内包に含まれる一要素とantagonismeの関係に立つvivantを導

入することによって，類概念くpilier》をつき崩し，別種の類概念vivant　pilier

（→樹）を生成している→イコン対立型類概念生成詞

2・Il　n’en　va　pas　de　meme　pour　le　bouledogue，　et　je　hausse　jusqu’a　lui

son　diminutif，　le　lutin　a　tete　ronde，　oα配α泥dl，　grなησ7d「，　yα颪θμ7θ雄：le　terrier

braban？on　a　poil　ras　（Colette）

Camard，　grignard，　valeureuxらの6pitheteはun　lutinと名付けうる対象の，特定

の個別的様相を指定することによって，un　terrier　brabangon　a　poil　rasとの間

にアナロジーを喚起し，ひいては＜terrier　brabangon　a　poil　ras＞に相当する類

概念＜1utin　a　tete　ronde，　camard，　grignard，　valeureux＞が生成される→イコ

ン非対立型類概念生成詞

3．　Une　chaine，　las！acet　esprit　follet，　a　cette　flamm6cheジo’ααη’θ！

（Colette）

cette　nammeche　voletanteとはColetteが飼っていたりすることであるが，6pi一

th6teはここではflammecheと名付けられる対象の特定の個別的様相を指定するこ
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とによってりすの敏捷な動きとのアナロジーを喚起させやすくして，結果的には類

概念くnammeche》から《nammさche　voletante（りす）》なる別種の類概念を

生成している。→イコン非対立型類概念生成詞

結　　語

以上にその構造を明らかにした種概念形成詞，内包部提示詞，個別差表示詞，類

概念生成詞の四つのタイプの6pitheteの中で，種概念形成詞と類概念生成詞の場合

には名詞と6pi　theteが緊密に結び合って，あたかも一つの名詞の如く機能している

ので，かかるタイプの6pithεteにおいては冠詞＋名詞＋形容詞からなる名詞区の意

味構造は，名詞と形容詞とが一次的の意味の単位を形成し，この名詞＋形容詞から

なる意味の単位に冠置詞が関係づけられるという下図Aの如き構造のものとして分

析されうるのに対して，個別差表示詞及び内包部提示詞の場合には，たとえばune

6meraude　yε7’θ（内包部提示詞）brillait　sur　sa　mainわ伽o舵（個別差表示詞）

はune　6meraude，　verte，　brillait　sur　sa　main，　blancheの如くに，冠置詞＋名詞

の部分と形容詞との間をvirguleでもってカットすることが文法的に可能であるのを

見てもわかるように，冠置詞＋名詞が一次的の意味の単位を形成し，形容詞はこの

〔冠置詞＋名詞〕からなる意味の単位に二次的に関係づけられるという図Bの如き

構造のものとして分析される。

種概念形成詞　　　　　　　　　　　　　　類概念生成詞

une　jeune　fille　　　　　　　　　un　renard　marin

SN　　　　　　　　　　　　　　　　　SN
　／＼　　　　　　　　　　　　／＼D6t　　　　　　　　　　　　　　　　　　D6t　　　　SN　　　　　　SN

1　　／＼　　　　　1　／＼
I　　　Adj　　　N　　　　　　　　　　I　　　N　　　　　Adj
奄奄堰@｛i　iune　　jeune　　fille　　　　　　　un　renard　　marin

図A
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個別差表示詞　　　　　　　　　　　　　　内包部提示詞

sa　main　blanche　　　　　　　　une　6meraude　verte

、　　　　　　　　　SN　　　　　　　　　　　　　　　　　SN

／＼　　　　　　　　　／＼
SN　　　　　　Adj　　　　　　　　　　SN　　　　　　Adj

D〆＼．　i　D6ピ＼．　l　l　　　　　l　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　l　　　　Il　i　i　　i　i　lsa　　　main　blanche　　　　　une　6meraude　verte

図B

註1　京都大学文学部フランス文学研究室，昭和48年度研究報告第二分冊収録

註2　京都大学文学部フランス文学研究室，昭和49年度研究報告収録

註3　拙論駅現代フランス語における了解限定詞le（1a），1esと未了解限定詞un（une）

desの機能の対立について”（昭和49年度，京都大学文学部フランス文学

研究室発行研究報告）の補註2（P．106）を参照のこと。

註4　“現代フランス語にみる冠詞の機能についての省察”では，冠詞＋名詞から

なる名詞を排他的に扱って居り，こうした枠組の中では定冠詞は内包提示詞，

総体指示詞，了解限定詞の三者のいつれかの機能のものとして解釈され得た

が，かかる枠組を離れて，定冠詞＋名詞＋関係節からなる名詞節を分析する

と，例えばLa　maison　que　je　cherche　est　une　maison　qui　ait　au　mo一

ins　quatre　piさces・におけるla　maison　que　je　chercheの如き例があり，

この場合のla　maisonは特定の時空に緊密に結びつけられているわけではな

く，したがって特定の指示対象がポジティブなかたちで存在するわけではな

いので，この名詞節の指示対象は還元過程皿に位置するが如き意味構造はも

ち得ず，還元過程Hに位置する意味構造をもつと考えられる。関係節が後置

されることによって生ずるかかるたぐいの定冠詞は，特殊了解限定詞と名付

けて，冠置詞＋名詞＋関係節からなる名詞節の意味構造をのみ排他的に考察

する別の論考において近くとりあげるつもりである。

註5　拙稿鰻現代フランス語における了解限定詞le（la），1esと未了解限定詞un
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（une），　desの機能の対立について”の補註2（P．106）を参照のこと。

註6　上位類概念と下位類概念（つまり種概念）の関係については，拙稿聡現代フ

ランス語にみる冠詞のの機能についての省察”の§1，特にp．106～p．112

を参照のこと。
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